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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第162期
第２四半期
連結累計期間

第163期
第２四半期
連結累計期間

第162期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (百万円) 37,158 31,823 76,303

経常利益 (百万円) 3,067 2,306 5,775

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 1,932 4,141 3,647

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 2,193 3,544 2,231

純資産額 (百万円) 41,364 45,630 41,991

総資産額 (百万円) 97,529 99,297 102,357

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 29.55 61.13 55.75

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 40.3 43.4 39.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 5,114 1,285 13,950

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △3,733 △3,917 △9,735

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,366 △1,311 △1,788

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 7,260 5,914 9,674
 

 

回次
第162期
第２四半期
連結会計期間

第163期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 1.29 0.42
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２　売上高には、消費税等は含まれていない。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していな

い。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

重要な変更はない。

 また、主要な関係会社についても異動はない。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はない。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われていない。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間の売上高は、原料費調整制度に基づく販売単価の低下等により、前年同四半期に比べ

14.4％減少の31,823百万円となった。

利益については、売上高の減少等により、営業利益は前年同四半期に比べ25.9％減少の2,072百万円、これに営

業外損益を加えた経常利益は24.8％減少の2,306百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益については、連結子

会社の債務免除に伴う特別利益の計上により、114.3％増加の4,141百万円となった。

セグメントの業績を示すと、次のとおりである。

① ガス事業

当第２四半期連結累計期間の都市ガス販売量は、大口を中心とした業務用ガス販売量の増加等により、前年同

四半期に比べ3.5％増加の232百万ｍ
3
となった。

売上高は、原料費調整制度に基づく販売単価の低下等により、前年同四半期に比べ16.3％減少の24,837百万

円、セグメント利益(営業利益)は、33.2％減少の1,402百万円となった。

なお、当社グループの売上高は、ガス事業のウェイトが高く、ガス事業の性質上、売上高に季節的変動があ

り、冬期に多くの売上が計上される。

② ＬＰＧ事業

売上高は、販売単価の低下等により、前年同四半期に比べ4.5％減少の6,843百万円となったが、セグメント利

益(営業利益)は、9.3％増加の614百万円となった。

③ その他

その他は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設事業、情報流通事業、高齢者サービス事

業等を含んでいる。

売上高は、工事売上の増加等により、前年同四半期に比べ17.4％増加の1,917百万円、セグメント損失(営業損

失)は、84百万円となった。

 

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、現金及び預金の減少等により、前連結会計年度末に比べ3,060

百万円減少の99,297百万円となった。

負債は、連結子会社の再生債権弁済完了及び債務免除に伴う債務の減少等により、前連結会計年度末に比べ

6,699百万円減少の53,667百万円となった。

純資産は、利益剰余金の増加等により、前連結会計年度末に比べ3,638百万円増加の45,630百万円となった。

これらの結果、当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は、43.4％となった。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ3,760百万円減少の

5,914百万円となった。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動における資金収支は、前年同四半期に比べ3,828百万円減少の1,285百万円となった。これは、主にたな

卸資産の増加によるものである。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動における資金収支は、前年同四半期に比べ183百万円減少の△3,917百万円となった。これは、主に有形

固定資産の取得による支出の増加によるものである。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動における資金収支は、前年同四半期並みの△1,311百万円となった。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はない。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者のあり方に関する基本方針を定めており、その内容等は次

のとおりである。

 

　(株式会社の支配に関する基本方針)

① 基本方針の内容

当社は、株主に関する基本的あり方として、株主は市場での自由な取引によって決まるべきものであり、当

社株式に対する公開買付けについても、公開買付けの実施、また同公開買付けに応じるか否かの決定は、原則

として株主の皆さまの自由な判断によるべきものと考えている。

他方で、当社の事業は、都市ガス等の安定的かつ安全な供給を実現するため、極めて公共性の高い社会的責

任を有しており、お客さまによる当社製品及びサービスの利用を獲得維持するためには、当社に対する信頼が

不可欠となる。また、当社事業の公共性等を考慮すると、長期的視点での事業計画が必要であり、短期的利益

を追い求めるような経営は許されないと考える。特に都市ガスの安定的かつ安全な供給を目的とする当社の事

業を継続するためには、人的・物的資源の維持、発展が不可欠であり、全てのステークホルダーに対する配慮

がない限り、当社の企業価値は損なわれることになる。

株式の大規模買付行為の中には、その目的等からして企業価値ひいては株主共同の利益を著しく損なうも

の、株主に株式の売却を事実上強要するおそれがあるもの、当社取締役会や株主の皆さまに対して当該買付行

為に係る提案内容や代替案等を検討するための十分な時間や情報を提供しないもの等、当社の企業価値・株主

共同の利益に資さないものも想定される。

当社は、このように当社株式の大規模買付行為を行う者が明らかに当社の株主全体の利益に反し、又は都市

ガス等の安定的かつ安全な供給を妨げるものである場合には、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者

として適切でないと判断し、必要かつ相当な措置をとることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益

を確保する必要があると考える。

② 基本方針の実現に資する特別な取組み

当社グループを取り巻くエネルギー業界は、ガス・電力システム改革の進展により、大変革の時代を迎えよ

うとしている。

平成28年４月からは電力の小売自由化が開始され、様々な業種が新規・相互参入する等既に大きな変化が見

られ、さらに平成29年からはガスの小売自由化も開始される予定となっており、ますますエネルギー間競争が

激化していくものと考える。

このような状況のもと、当社グループは、2020年に向けたあるべき姿、ありたい姿を描いたグループ経営ビ

ジョン「Action for Dream 2020」(以下「2020年ビジョン」という。)の具現化を推進することとし、平成22年

度からの３ヶ年をビジョン実現に向けたアクションプランを実行する期間、平成25年度から３ヶ年はさらなる

ステップアップを図る期間と位置付け、諸施策を実行してきた。

平成28年度中期経営計画では、エネルギー市場の自由化等の環境変化を好機ととらえ、「2020年ビジョン」

の実現及び次期ビジョンの策定を見据え、持続的に発展していく企業グループを目指していく。

本中期経営計画を着実に推進することにより、厳しい経営環境下においても利益を確保できる経営基盤を確

立し、企業価値のさらなる向上に努めていく。
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③ 基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するための

取組み

当社は、大規模買付行為を行おうとする者に対しては、大規模買付行為の是非を株主の皆さまが適切に判断

するための必要かつ十分な情報の提供を求め、あわせて当社取締役会の意見等を開示し、株主の皆さまの検討

のための時間の確保に努める等、金融商品取引法、会社法その他関係法令が許容する範囲内において、適切な

措置を講じていく。

④ 具体的取組みに対する当社取締役会の判断及びその理由

上記②及び③の取組みは、上記①の基本方針に沿っており、また、当社の企業価値ひいては株主共同の利益

に合致するものであり、かつ、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものとはならないと考えている。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は95百万円である。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 240,000,000

計 240,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 67,998,590 67,998,590
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株である。

計 67,998,590 67,998,590 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はない。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はない。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はない。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成28年９月30日 ― 67,998,590 ― 5,181 ― 871
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(6) 【大株主の状況】

平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

岩谷産業株式会社 大阪市中央区本町三丁目６番４号 7,607 11.18

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内二丁目１番１号 3,855 5.66

株式会社広島銀行 広島市中区紙屋町一丁目３番８号 2,840 4.17

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内一丁目６番６号 2,376 3.49

広島電鉄株式会社 広島市中区東千田町二丁目９番29号 1,860 2.73

米　田　正　幸 広島市西区 1,852 2.72

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町一丁目13番１号 1,780 2.61

西部瓦斯株式会社 福岡市博多区千代一丁目17番１号 1,420 2.08

双日株式会社 東京都千代田区内幸町二丁目１番１号 1,350 1.98

広島ガス自社株投資会 広島市南区皆実町二丁目７番１号 1,268 1.86

計 ― 26,209 38.54
 

(注)　株式会社広島銀行の所有株式数には、株式会社広島銀行が退職給付信託の信託財産として拠出している当社株

式2,430千株(発行済株式総数に対する所有株式数の割合3.57％)を含んでいる(株主名簿上の名義は「日本マス

タートラスト信託銀行株式会社(退職給付信託口・広島銀行口)」であるが、当該株式は、信託約款の定めによ

り、株式会社広島銀行が議決権の指図権を留保している)。　
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成28年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 1,000
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 67,971,200 679,712 ―

単元未満株式 普通株式 26,390 ― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数  67,998,590 ― ―

総株主の議決権 ― 679,712 ―
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式10株が含まれている。

 

② 【自己株式等】

平成28年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
広島ガス株式会社

広島市南区皆実町
二丁目７番１号

1,000 ― 1,000 0.00

計 ― 1,000 ― 1,000 0.00
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はない。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)及び「ガス事業会計規則」(昭和29年通商産業省令第15号)に準拠して作成している。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成28年７月１日から平成

28年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けている。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

 固定資産   

  有形固定資産   

   製造設備 18,321 17,558

   供給設備 26,970 27,680

   業務設備 4,385 4,146

   その他の設備 7,537 7,661

   建設仮勘定 4,118 4,788

   有形固定資産合計 61,334 61,835

  無形固定資産 879 935

  投資その他の資産   

   投資有価証券 8,939 8,133

   その他投資 8,852 8,647

   貸倒引当金 △277 △280

   投資その他の資産合計 17,514 16,500

  固定資産合計 79,727 79,271

 流動資産   

  現金及び預金 11,093 7,569

  受取手形及び売掛金 5,763 3,857

  商品及び製品 680 528

  原材料及び貯蔵品 2,400 3,886

  その他流動資産 2,700 4,208

  貸倒引当金 △7 △24

  流動資産合計 22,630 20,025

 資産合計 102,357 99,297
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部   

 固定負債   

  社債 12,500 12,500

  長期借入金 18,074 15,719

  役員退職慰労引当金 358 471

  ガスホルダー修繕引当金 385 429

  保安対策引当金 620 560

  器具保証引当金 170 163

  退職給付に係る負債 5,472 5,191

  資産除去債務 108 109

  その他固定負債 310 363

  固定負債合計 38,000 35,509

 流動負債   

  1年以内に期限到来の固定負債 6,607 7,412

  支払手形及び買掛金 5,187 4,000

  短期借入金 － 30

  未払法人税等 1,690 616

  コマーシャル・ペーパー － 500

  その他流動負債 8,880 5,598

  流動負債合計 22,365 18,158

 負債合計 60,366 53,667

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,181 5,181

  資本剰余金 1,141 1,141

  利益剰余金 33,005 36,875

  自己株式 △121 △85

  株主資本合計 39,207 43,113

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 2,326 2,086

  繰延ヘッジ損益 △12 △699

  退職給付に係る調整累計額 △1,560 △1,428

  その他の包括利益累計額合計 753 △40

 非支配株主持分 2,030 2,557

 純資産合計 41,991 45,630

負債純資産合計 102,357 99,297
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 37,158 31,823

売上原価 22,995 17,864

売上総利益 14,163 13,959

供給販売費及び一般管理費 ※１  11,367 ※１  11,887

営業利益 2,795 2,072

営業外収益   

 受取利息 3 3

 受取配当金 77 88

 持分法による投資利益 190 98

 雑収入 273 273

 営業外収益合計 546 464

営業外費用   

 支払利息 176 128

 雑支出 97 100

 営業外費用合計 273 229

経常利益 3,067 2,306

特別利益   

 債務免除益 － ※２  2,105

 特別利益合計 － 2,105

税金等調整前四半期純利益 3,067 4,412

法人税、住民税及び事業税 813 348

法人税等調整額 185 △275

法人税等合計 998 72

四半期純利益 2,069 4,339

非支配株主に帰属する四半期純利益 136 197

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,932 4,141
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 2,069 4,339

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 68 △239

 繰延ヘッジ損益 28 △686

 退職給付に係る調整額 26 132

 その他の包括利益合計 123 △794

四半期包括利益 2,193 3,544

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 2,056 3,347

 非支配株主に係る四半期包括利益 136 197
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 3,067 4,412

 減価償却費 3,454 3,431

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △55 △94

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △17 18

 受取利息及び受取配当金 △81 △91

 支払利息 176 128

 債務免除益 － △2,105

 持分法による投資損益（△は益） △190 △98

 売上債権の増減額（△は増加） 2,460 2,017

 たな卸資産の増減額（△は増加） △56 △1,280

 仕入債務の増減額（△は減少） △1,423 △1,481

 未払消費税等の増減額（△は減少） △86 △537

 その他 △1,278 △802

 小計 5,969 3,514

 利息及び配当金の受取額 92 98

 利息の支払額 △182 △129

 子会社の再生債務弁済による支出 － △769

 法人税等の支払額 △764 △1,428

 営業活動によるキャッシュ・フロー 5,114 1,285

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 投資有価証券の取得による支出 △0 △0

 子会社株式の取得による支出 △108 －

 有形固定資産の取得による支出 △3,369 △3,863

 有形固定資産の売却による収入 4 3

 貸付けによる支出 － △3

 貸付金の回収による収入 7 10

 長期前払費用の取得による支出 △78 △70

 その他 △189 6

 投資活動によるキャッシュ・フロー △3,733 △3,917

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △500 30

 コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） 4,000 500

 長期借入金の返済による支出 △1,545 △1,564

 社債の償還による支出 △3,000 －

 自己株式の取得による支出 △0 －

 自己株式の売却による収入 27 35

 配当金の支払額 △326 △271

 非支配株主への配当金の支払額 △14 △16

 その他 △8 △23

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,366 △1,311

現金及び現金同等物に係る換算差額 5 △43

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 19 △3,985

現金及び現金同等物の期首残高 6,840 9,674

新規連結及び非連結子会社との合併に伴う現金及び
現金同等物の増加額

400 224

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  7,260 ※  5,914
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

第１四半期連結会計期間より、重要性が増した広島ガス北部販売㈱を連結の範囲に含めている。変更後の連結

子会社の数は16社である。
 

 

(会計方針の変更等)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」(実務対応

報告第32号　平成28年６月17日)を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更している。

なお、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微で

ある。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日)

(税金費用の計算)

一部の連結子会社において、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用している。
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(追加情報)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１　従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い

当社は、従業員持株会に信託を通じて自社の株式を交付する取引を行っている。

(1) 取引の概要

当社は、当社従業員に対する当社の中長期的な企業価値向上へのインセンティブ付与、従業員持株会である

広島ガス自社株投資会(以下「本投資会」という。)への安定的な株式供給及び当社のコーポレート・ガバナン

ス向上を目的として、信託型従業員持株インセンティブ・プラン(以下「本プラン」という。)を導入してい

る。

本プランでは、当社が信託銀行に「広島ガス自社株投資会専用信託」(以下「従持信託」という。)を設定

し、従持信託は、設定後２年６ヵ月間にわたり本投資会が取得すると見込まれる数の当社株式を、借入金を原

資として、予め取得し、毎月一定日に本投資会に対して当社株式を売却する。信託終了時点で従持信託内に当

社株価の上昇による株式売却益相当額が累積した場合には、受益者適格要件を満たす本投資会会員に分配され

る。なお、当社は、従持信託が当社株式を取得するための借入に対し保証をしているため、当社株価の下落に

より従持信託内に株式売却損相当額が累積し、信託終了時点において従持信託内に当該株式売却損相当の借入

金残債がある場合は、保証契約に基づき、当社が当該残債を弁済することとなる。

(2) 信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額(付随費用の金額を除く。)により、純資産の部に自己株

式として計上している。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度120百万円、280千株、当第２

四半期連結会計期間85百万円、197千株である。

(3) 総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

前連結会計年度122百万円、当第２四半期連結会計期間95百万円

 
２　繰延税金資産の回収可能性に関する会計基準等

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日)を第１四

半期連結会計期間から適用している。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

１　偶発債務

(1) 保証債務

連結会社以外の会社の金融機関からの借入金に対して、次のとおり債務保証を行っている。

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

MAPLE LNG TRANSPORT INC. 2,919百万円 2,797百万円
 

 

(2) 債務履行引受契約

社債の債務履行引受契約に係る偶発債務は次のとおりである。

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

第７回無担保社債
(社債間限定同順位特約付)

5,000百万円 5,000百万円

第８回無担保社債
(社債間限定同順位特約付)

2,500百万円 2,500百万円

第９回無担保社債
(社債間限定同順位特約付)

2,500百万円 2,500百万円

合計 10,000百万円 10,000百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

※１ 供給販売費及び一般管理費のうち主要な費目は次のとおりである。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

給料 2,421百万円 2,611百万円

退職給付費用 △180百万円 △63百万円

役員退職慰労引当金繰入額 8百万円 17百万円

ガスホルダー修繕引当金繰入額 35百万円 33百万円

貸倒引当金繰入額 1百万円 5百万円

減価償却費 2,179百万円 2,329百万円
 

 

※２ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

連結子会社である広島ガス開発㈱において、民事再生法に基づく再生計画による債務の弁済が完了し、残債

務全額の免除が確定したことによるものである。

 
３ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)及び

当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

当社グループの売上高は、ガス事業のウェイトが高く、ガス事業の性質上、季節的変動があり、冬期に多く

の売上が計上される。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りである。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

現金及び預金 8,350百万円 7,569百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,090百万円 △1,655百万円

現金及び現金同等物 7,260百万円 5,914百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月13日

取締役会
普通株式 326 5.00 平成27年３月31日 平成27年６月８日 利益剰余金

 

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月11日

取締役会
普通株式 196 3.00 平成27年９月30日 平成27年12月１日 利益剰余金

 

(注) １　上記配当金の総額には、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」

(実務対応報告第30号 平成27年３月26日)第20項の定めに基づき、信託が保有する自社の株式に対する配当

金を含めていない。

２　平成27年５月13日決議の１株当たり配当額は、東京証券取引所一部指定記念配当2.00円を含んでいる。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月11日

取締役会
普通株式 271 4.00 平成28年３月31日 平成28年６月６日 利益剰余金

 

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年11月11日

取締役会
普通株式 237 3.50 平成28年９月30日 平成28年12月１日 利益剰余金

 

(注) １　平成28年５月11日決議の配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金1百万円を含んでい

る。

２　平成28年５月11日決議の１株当たり配当額には、天然ガス供給開始20周年記念配当1.00円を含んでいる。

３　平成28年11月11日決議の配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金0百万円を含んでい

る。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

 ガス事業 ＬＰＧ事業 計

売上高        

外部顧客への売上高 29,106 7,077 36,183 975 37,158 ― 37,158

セグメント間の内部売上高
又は振替高

572 85 657 657 1,315 △1,315 ―

計 29,678 7,162 36,841 1,633 38,474 △1,315 37,158

セグメント利益又は損失(△) 2,098 562 2,660 △95 2,565 230 2,795
 

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設事業、情報流通事業、高齢者

サービス事業等を含んでいる。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額230百万円は、連結消去等である。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

 ガス事業 ＬＰＧ事業 計

売上高        

外部顧客への売上高 24,303 6,823 31,127 696 31,823 ― 31,823

セグメント間の内部売上高
又は振替高

534 19 553 1,220 1,774 △1,774 ―

計 24,837 6,843 31,680 1,917 33,598 △1,774 31,823

セグメント利益又は損失(△) 1,402 614 2,016 △84 1,931 140 2,072
 

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設事業、情報流通事業、高齢者

サービス事業等を含んでいる。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額140百万円は、連結消去等である。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりである。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 29円55銭 61円13銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 1,932 4,141

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

1,932 4,141

普通株式の期中平均株式数(株) 65,410,580 67,749,179
 

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

２ 株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益金

額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めている。

１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前第２四半期連結累計期

間338,085株、当第２四半期連結累計期間248,401株である。

 

(重要な後発事象)

当社は、平成28年11月11日開催の取締役会において、国内普通社債の発行について次のとおり包括決議した。

　
(1) 社債の種類 ： 無担保国内普通社債（個人投資家向け）

(2) 発行総額 ： 5,000百万円以内

(3) 発行時期 ： 平成28年11月14日から平成29年２月28日まで

(4) 払込金額 ： 各社債の金額100円につき金99円以上

(5) 利率 ： 償還年限とほぼ同じ残存期間を有する日本国債の流通利回りの額面利回りプラス1.0％
以下とする

(6) 償還期限 ： ５年以内

(7) 償還方法 ： 満期一括償還

(8) 使途 ： 設備資金、借入金返済資金及び短期社債（コマーシャル・ペーパー）償還資金

(9) その他 ： 発行条件、発行時期及びその他本社債の発行に必要な事項の具体的決定は、上記の範囲
内で代表取締役 社長執行役員に一任する

 

 

２ 【その他】

平成28年11月11日開催の取締役会において、平成28年９月30日の最終の株主名簿に記載された株主に対し、次のと

おり中間配当を行うことを決議した。

 

①　配当金の総額 237百万円

②　１株当たりの配当額 3円50銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成28年12月１日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成28年11月11日

広島ガス株式会社

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人
 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　前　　田　　貴　　史　　印

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　森　　島　　拓　　也　　印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている広島ガス株式会

社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成28年７月１日から平成

28年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、広島ガス株式会社及び連結子会社の平成28年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報
告書提出会社）が別途保管しております。
２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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